
1．知能とは 
 私たちは、日々、さまざまな課題に直面する。例
えば、買い物をする。食事を作る。車を運転する。
ATM を用いて出金する。子どもたちの安全を守る。
病院を受診する。旅先でパスポートを扱う。後進を
指導する。このような日常の行動を支える知的な能
力を「知能（intelligence）」という。心理学における
知能は「目的に合うように行動し、合理的に考え、
周囲の環境に効果的に働きかけて、問題を解決して
いく能力」と定義される 1）。すなわち、知能は人生
において直面するさまざまな環境や問題を効果的に
処理していくための能力であり、複数の下位側面か
ら構成されると考えられている（図 1）。 
 知能の最も大きな分類は、結晶性知能（crystallized 
intelligence）と流動性知能（fluid intelligence）である 3）。
結晶性知能は、個人が長年にわたる経験、教育や学
習などから獲得していく知能であり、言語能力、理
解力、洞察力などを含む。一方、流動性知能は、新

しい環境に適応するために、新しい情報を獲得し、
それを処理し、操作していく知能であり、処理のス
ピード、直感力、法則を発見する能力などを含んで
いる。ホーンとキャッテルは、結晶性知能は 20 歳以
降も上昇し、高齢になっても安定している一方、流
動性知能は 10 歳代後半から 20 歳代前半にピークを
迎えた後は低下の一途をたどるとし、知能には加齢
にともなって低下しやすい能力だけではなく、維持
されやすい能力があると考えた。 
 
2．知能のエイジング 
 ｢知能は、加齢とともにどのように変化するか｣と
いう問いは、心理学や老年学における重要な関心事
となってきた。以下に代表的な研究を 2 つ紹介する。 

名以上を対象に「語彙」「処理速度」「推論」「記憶」
の 4 つの検査を施行し、各検査の得点の年代差を検
討した。その結果、結晶性知能にあたる「語彙」は、
60 歳頃まで上昇し、その後もほとんど低下しないこ
と、一方、流動性知能の指標となる「処理速度」「推
論」や「記憶」は加齢にともなって直線的に低下す
ることを示した（図 2）。これらの結果は、結晶性知
能は維持されやすく、流動性知能は加齢にともなっ
て低下していく、というホーンとキャッテルが示す
加齢変化パターンと一致すると言えよう。着目する
べきは、豊かな知識力を反映するとも言える語彙の
能力は、学校教育後の 20 歳頃から高齢期を迎えるま
で、様々な経験を通じて一貫して向上しており、高
齢期になっても高く維持されているというポジティ
ブな加齢の姿である。 
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図 1 知能の複数の下位側面 2） 
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 ソルトハウス 4）は、新聞広告に応募してきた 1,000
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図 2 横断研究による知能と加齢 4） 

 

 
図 3 縦断研究による知能の加齢変化 5） 
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 一方、シャイエとその研究チーム 5）は、ワシント
ン州西部地域に居住し、民間医療保険制度（Health 
Maintenaqnce Organization）に加入する 20 歳以上の
成人を対象とした「シアトル縦断研究」において、
知能の加齢変化に関して､よりポジティブなデータ
を報告している。すなわち、結晶性知能である「言
語能力」は 60 歳代にピークを迎えるが、その後の低
下は 80 歳代の前半まで非常に緩やかである。シャイ
エの縦断研究が示すさらに重要なことは、流動性知

能を含むその他のほとんどの知能も、55～60 歳頃ま
では高く維持されることである。その後、緩やかに
低下するが、明確な低下を示すのは 80 歳以降である
（図 3）。シャイエの研究が示すポジティブな加齢変
化のパターン、すなわち、結晶性知能のみならず流
動性知能の低下もまた、60 歳頃まではほとんど見ら
れないという知能の軌跡は、現在、学術的にも広く
受け入れられている。 
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3．知能のマネージメント 
 これまでに示してきた知能の加齢変化は、平均的
な軌跡であった。しかしながら、各々の高齢者が長
年にわたる多様な経験から獲得してきた結晶性知能
のありようには、大きな個人差が存在する。また、
流動性知能も、ある年齢で一斉に低下が始まったり、
誰もが同じような低下の仕方を経験したりする訳で
はなく、やはりその加齢変化には、個人の経験的な
要素が大きく影響していることが分かっている。こ
こでは、高齢期の知能の加齢変化にポジティブに影
響する心理的な特性を検討してみよう。 
（1）抑うつ的にならないこと 
 国立長寿医療研究センター・老化に関する長期縦断
疫学研究（NILS-LSA）では、特に高齢期においては、
抑うつの状態がある場合に、結晶性知能や流動性知
能の低下がより進行することが報告されている 6）。 
 一般的に、高齢期には、家族や親しい知人との死
別や、社会的活動からの引退、身体的疾患などを経
験することが多く、抑うつ状態になりやすい。しか
しながら、周囲からの十分な支えやソーシャルサポ
ートがあれば、あるいは、若い頃からの経験から得
た、危機に直面したときの心の強さがあれば、その
ような状況に直面しても抑うつに至ることなく（あ
るいは、一時的な抑うつから回復することができ）、
結果として、知能の低下も予防することができるか
もしれない。高橋 7）は、「高齢者のうつを予防する
ためにどうしたらよいか」ということは、「若い人が
心理的に健康な高齢期を迎えるためにどうしたらい
いか」を考えることでもあるとして、高齢期の抑う
つを予防するためには、若い頃から、①多様性のあ
る生き方をする、②孤立しない人間関係を形成する
とともに、自分だけの時間も大切にする、③あいま
いさに耐える能力を身につける、④必要な支えを他
の人に求める態度をもつ、⑤過去にこだわりすぎず、
「いま、ここで」の発想を大切にする、などが重要
であると指摘している。これらの示唆は、高齢期の
知能を包括的な心理的側面を含めて積極的にマネー
ジメントしていく重要性（それらは、各個人が若い
頃から将来をみすえて意識していきたい）を示して
いると言えよう。 
（2）経験への開放性が高いこと 
 抑うつの予防に加えて、日々、好奇心を高く暮ら
すことも、知能を高く保つために効果的である。
NILS-LSA の調査は、パーソナリティのひとつであ
る「経験への開放性」の高さ（新しい経験に開かれ
ていて、好奇心が高いという心理特性）が、高齢期

における結晶性知能を高く保つことと関連すること
を報告している 8）。高齢期の知能のなかでも、特に
結晶性知能の重要性は多く指摘されている。例えば、
高齢期には、高い結晶性知能を維持することにより、
流動性知能など、その他の知能の側面の低下が補わ
れる。また、認知症の発症予防には、結晶性知能を
十分に維持することが重要である。従って、経験へ
の開放性を高くして結晶性知能を高く保つことは、
高齢期の知能全体をより良く維持することにもつな
がると考えられよう。 
 それでは、経験への開放性を高めるためにはどう
したらよいだろうか。実は、パーソナリティに関す
る多くの心理学的な研究において、経験への開放性
は、平均的には加齢に伴って低下することが知られ
ている。しかしながら、最近では、パーソナリティ
はチャンスに開かれた動的なシステムであると強調
されている。すなわち、中年期から高齢期にかけて
経験する、仕事からの引退や子どもの自立などの移
行期的なライフイベントを新しい経験に挑戦するき
っかけとして捉えることや、好奇心をもって取り組
むことのできる活動を見つけること、様々な新しい
情報や考え方を取り入れてみること等により、高齢
になっても開放性を高く発達させることは十分に可
能である。日々の生活において、散歩しながら草花
を調べたり、珍しい野菜作りに挑戦したり、住んで
いる土地の歴史を調べてみたり･･･。高齢になってこ
そ、好奇心旺盛に過ごし、興味や関心を広げたり掘
り下げたりすることもまた、結晶性知能、さらには
知的な能力全体をより良く保つことにつながりそう
である。 
 
4．さいごに 
 加齢にともない低下していく機能そのものを受け
入れ、マネージメントしていく、という視点も重要
である。バルテス 9）は、80歳を超えてなお、多くの
観客を魅了したピアニストのルービンシュタインへ
のインタビューなどを通じて「補償による選択の最
適化（Selective Optimization with Compensasion：SOC）」
を提唱している。高齢になったルービンシュタイン
は、指の動きが不自由になり若い頃のように演奏で
きなくなった状況でも、演奏する曲のレパートリー
を減らし（選択）、その少ないレパートリーの練習の
機会を増やす（最適化）こと、若いときのように速
く弾くことを目標とせず、曲全体のスピードを抑え
て速く弾くところは速く弾くことで美しい抑揚を演
出する（補償）ことにより、円熟した演奏を行い高
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い評価を受けた。このように、若い頃とは少し目標
を変えて、低下していく機能を異なった方略で補償
することは、それまでの豊かな人生経験があるから
こそできることであり、加齢とともにより良く生き
ていくための重要な心の強さであるといえよう。 
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